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抄 録 
【目的】 唾液分泌型免疫グロブリン A（secretory immunoglobulin A: SIgA）を用いて，長距離移動を伴うゼミナール
合宿におけるコンディションを評価すること． 
【方法】 3 日間のゼミナール合宿に参加した健康な成人男性 15 名および女性 4 名の計 19 名（21.4±1.2 歳）を対象
とした．フェリーとバスによる東京から伊豆大島における長距離移動を行い，1 日目に勉強会，2 日目に登山を行い，
3 日目に再び長距離移動を行った．3 日間毎朝，勉強会後，登山後および移動後の安静時に唾液を採取し，唾液
SIgA を ELISA（Enzyme-linked immunosorbent assay）法を用いて測定した．また同時期に気分プロフィール検査
（Profile of Mood States：POMS）を行った． 
【結果】 唾液中 SIgA 分泌速度については，1 日目朝の移動前（baseline1：B1）と比べて，長距離移動後において有
意に低下した（p < 0.05）．1 日目の勉強会後，2 日目の登山後，3 日目の長距離移動後において有意な変動は認め
られなかった．また，B1 の SIgA 分泌速度に比べて，2 日目朝から 3 日目長距離移動後までの各ポイントにおいて低
値を示したままであった（p < 0.05）．POMS スコアにおいて，緊張および活力のスコアは B1 に比べて 3 日目の移動
後において有意に低値を示した（p < 0.05）． 
【結論】 長距離移動による急性ストレスは，唾液 SIgA レベルを低下させ，また，集団生活による短期間の継続的スト
レスによって SIgA レベルが低下する可能性が示された． 
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及ぼすことも示されている（Cohen and Herbert, 1996）． 




である（Crawford et al., 1975）．唾液 SIgA は，心理的ス
トレスによって応答し，記憶力テストや暗算負荷によっ
て一時的に増加することが示されている（Bosch et al., 
2001；Willemsen et al., 2002）．さらに服役中の囚人は，














































日目朝（ baseline3 ： B3 ） ， 自由行動・ バ ス 移動後









ドイツ）を 60 秒間に 60 回咀嚼し，分泌された唾液を滅
菌綿に吸収させ，3,000 rpm で 5 分間遠心して滅菌綿
から分離させることで唾液を回収した．唾液サンプルは，
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図 3．合宿中の唾液中 SIgA 濃度の変動 





































図 4．合宿中の唾液中 SIgA 分泌速度の変動 
平均値±標準偏差．*p < 0.05 vs. B1 
 
表 1．合宿中の POMS スコアの変動 
B1 48.6 ± 8.1 47.3 ± 9.2 45.8 ± 9.2 52.0 ± 11.7 48.7 ± 8.6 51.2 ± 8.0
T1 43.6 ± 8.0 45.0 ± 7.1 40.9 ± 5.3 46.6 ± 12.8 46.3 ± 8.8 48.8 ± 7.3
T2 46.4 ± 11.8 44.9 ± 6.9 43.2 ± 7.0 42.8 ± 9.8 49.1 ± 6.5 49.0 ± 8.4
S 42.2 ± 9.7 44.8 ± 7.7 41.4 ± 6.0 40.2 ± 10.0 * 53.8 ± 7.9 49.8 ± 8.4
B2 39.6 ± 9.5 43.3 ± 5.7 40.4 ± 5.0 46.2 ± 10.7 42.1 ± 7.3 44.3 ± 5.8
C 38.9 ± 7.4 * 44.0 ± 7.9 40.8 ± 6.8 45.4 ± 10.7 49.6 ± 9.3 45.2 ± 7.6
B3 39.9 ± 7.8 42.6 ± 5.5 41.1 ± 6.0 44.2 ± 12.2 44.0 ± 9.5 46.2 ± 6.2
T3 39.7 ± 8.5 43.4 ± 6.5 40.5 ± 5.2 40.6 ± 10.8 46.8 ± 9.6 47.8 ± 7.2
T4 38.3 ± 6.4 * 43.6 ± 6.8 39.9 ± 4.6 38.3 ± 11.6 * 49.7 ± 9.5 47.6 ± 6.1
疲労 混乱
POMSスコア
緊張 抑うつ 怒り 活力
 
平均値±標準偏差．*p < 0.05 vs. B1. 
 
3-3．心理状態の評価 
心理状態の評価は，日本語版 POMS 短縮版（Profile 
of Mood States；金子書房，東京）を用いて行った



























Turkey-Kramer 法の検定を用いて多重比較を行った．  
 
Ⅲ．結果 




唾液 SIgA 濃度の変動を図 3 に示す．1 日目の朝
（B1）に比べて，フェリー移動後（T1）において統計的に
有意ではないが低下傾向が示され，バス移動後（T2）
において有意に低値を示した（p < 0.05）．さらに， 2 日
目の朝（B2）から 3 日目のフェリー移動後（T4）にかけて，
B1 と比較して有意に低値を示したままであった（p < 
0.05）． 
唾液 SIgA 分泌速度の変動を図 4 に示す．SIgA 濃度
の結果と同様に，1 日目の朝（B1）に比べて，フェリー移
動後（T1）より徐々に低下傾向にあり，バス移動後（T2）
において有意に低値を示した（p < 0.05）．また，2 日目
の朝（B2）から 3 日目のフェリー移動後（T4）にかけて，





るが，1 日目の朝（B1）に比べて 2 日後の登山後（C）お
よび 3 日目の移動後 T3 において有意に低値を示した
（p < 0.05； 表 1）．抑うつ（表 1），怒り（表 1）および情緒
的混乱（表 1）のスコアに関して，合宿中に有意な変動
は示さなかった．活力のスコアは，全体を通して徐々に
低下傾向にあるが，B1 に比べて 1 日目の勉強会後（S）
および 3 日目の移動後（T3）において有意に低値を示















影響を及ぼすことが報告されている（Bosch et al., 




















す る こ と が 示さ れ て い る （ Jemmott et al., 1983 ；













































考えられている（Scrimshaw and SanGiovanni, 1997）．唾
液 SIgA の分泌に関して，栄養摂取状態やサプリメント
摂取が影響することが示されているが（Cui et al., 2000; 
Oliver et al., 2007），一時的な食事の影響については










内変動が ある と 報告され て い る（赤間ら ，1995；
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